











































  　　　【意味･用法】  　　　　【対象】
   1：植物
   2：飲食物
 　具体的表現としてのにおい 3：不可視的対象
    空気・風／薫物（ により薫染められたもの，それを身に付けている人間）
   4：その他






























































































































































































































































































































カグハシ カウバシ カンバシ 読み不明
具 具 抽 具 具 抽










































































カグハシ カウバシ カンバシ 読み不明
具 具 抽 具 具 抽















































































中古 1 1 3 40 9 1 1 1
中世（院政・鎌倉） 1 10 8 32 4 8 2 13 38 3
中世（室町） 1 8 7 6 7 5 1 1 25 11 7 3 5
分類毎の総計 9 2 21 7 54 48 10 1 1 33 13 20 42 9
語毎の総計 11 146 2 118
太字：薫物（によって薫染められたことが想定されるもの）のにおい　　（  ） ：超越性の付随する身体　　●：焦げるにおい　　下線：「花ならねど―」　　網掛け：成句　　
※要語索引での調査のため全例数ではない作品
大まかな文学ジャンルでまとめたものは、左端にそのジャンルを示した。空欄は用例数０を示す。
全体表
